
子育て中の保護者を支える家庭教育支援とは？
地域学校協働活動をご存じですか？地

域学校協働活動とは、地域全体で子供た

ちの学びや成長を支えるとともに、地域

と学校が相互パートナーとして行う

様々な活動です。文部科学省は、6つの

活動を示しており、その中の１つに「家

庭教育支援活動」があります。

家庭教育支援は、親子体験型のプログ

ラムもありますが、主に保護者が対象で

あることが特徴です。現在、子育てに悩

みや不安を抱え、自ら学びや相談の場に

アクセスすることが困難な家庭や支援が

届きにくい家庭が存在し、社会全体での

家庭教育支援の必要性が高まっています。

その主な活動は、（１）保護者等への学び

の場の提供（２）保護者等への地域の居

場所づくり（３）アウトリーチ型家庭教育支援の３つです。

学校・学級でできる家庭教育支援の紹介
下関市教育委員会では、家庭教育支援として、家庭教育学

級（学校に講師を派遣する制度）や家庭教育支援チームの活

動、家庭教育推進事業（連合婦人会）等を行っています。

家庭教育学級は、保護者が集まる就学時健診や人権参観日

に希望する学校が多く、最近は、講演の前後に少しだけ保護

者が交流する時間を設けている学校もあります。年度末に

次年度の講師派遣の希望をとっています。

その他、中学校の学校説明会で部活動見学を行っている

間に、PTA執行部を中心に先輩保護者がグループに入って

中学校生活について自由に話す「子育てサロン」を開く学校

や、学級懇談会の時に、保護者同士が自己紹介し合ったり、

家での様子を共有する時間をもつ学級もあります。保護者

同士が知り合い、ちょっとした悩みを共有できる環境をつ

くることも立派な家庭教育支援になります。ぜひ各学校・学

級で保護者が来校する機会に取り入れていただけたらと思

います。
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